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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に初めて漂着したニッパヤシの果実

Fruit of N~ρa丘vtka刀＇SWurmb washed ashore at Kita-hama beach of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto Universiy, Shirahama Town, 

Wakayama Prefecture, Japan as the first record in this area 

和歌山県白浜町に所在する京都大学フィールド科学教

育研究センタ 瀬戸臨海実験所周辺の番所崎の磯浜海

岸とそこに隣接する通称”北浜 ・南浜”の砂浜には，こ

れまでアダンPa刀da刀usformosana Hemsley，イルカン

ダλゐcunamacrocarpa Wall.，オオバヒルギRhjzophora

mucronata Lam.，ココヤシCocosnucjfera L，ゴ、バンノア

シBani.刀'gtO刀jaasjatka (L.) Kurz，サガリバナBarrh習tom旨

racemosa (L.) Spreng.，テリハボク Calophyllumjnophyllum 

L，ニリスホウガンヒルギ巧docarpusmokuccθnsjs (Lam.) 

Roem.，ホウガンヒルギめ－loca1pusgranatum Koenig，ミフ

クラギCerberaJactan.注Ham.，モ夕、マEn臼daphasθoloMes 

(L.) Merr.，モモタマナ Termh1ali旨catappaL.，ワニグチ

モダマMucunagjgantea (Willd.) DC.等の様々な熱帯系植

物の散布体が漂着している（樫111・久保田 2003，樫山ほ

か 2005；久保田 2003,2006a, b, 201 1；久保田ほか 1999,

2004a, b, 2008, 2015；中西ほか 2006）。今回，2015年に

当該区域に初めてニッパヤシMpaρutkansWurmbの果実

が漂着したので報告する。

ニッパヤシ判開斤utkansWurmbの果実 l個が 2015年

10月 14日に京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に漂着した

（図 1）。本地区からは初記録で，長さ約 11 cm, 幅9cmで，

黒色であった。ヤシ科 1属 l種の本種は，北半球では東南

アジア・インドのマングローブ湿地から我が国の西表島の

河口まで台湾を除き生育し，果実は本州太平洋岸では鹿児

島県から千葉県まで 本州日本海側では福岡県から新潟県

まで漂着している（中西 2008）。本果実の日本本土への漂

着記録は， 1969年からの 40年間で 394個とココヤシに次

いで多いが， 1979年頃まで、多かったのが，最近は少なくなっ

ている（中西・石井 2010）。紀伊半島付近では，徳島県沿

岸（池淵・茨木2005）や渥美半島（はやし 2013）での漂

着記録がある。

なお，ニッパヤシの果実が漂着した日には，同時にモモ

タマナ果実が2個見られた。その後もモモタマナは毎日の

ように 1-3個の果実が漂着し， 10月21日までに合計 11

個が 1週間で漂着した。この期間中，多数の軽石の漂着も

見られた。
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